
誰一人取り残さない救援 災害に強い地域づくり

日本赤十字社長期ビジョン

高度医療・超少子高齢社会に挑む
地域の中核病院

地域で真に必要とされる
社会活動

血液事業を通じた
医療・健康増進への貢献

ボランティア主体の
事業展開

被支援者の側に立った
選択と集中



― 「日本赤十字社 長期ビジョン」全体像 ―

◼︎ 災害や紛争から人々が守られる社会づくり
◼︎ 人々の健康・福祉を支える地域づくり
◼︎ 互いを思いやり、助け合い、尊重し合う社会づくり

国内外における人道支援活動の“要”となり、
わが国の地域医療・血液事業の中核を担う赤十字

目指す姿

日本赤十字社が
取り組む社会課題

新たなステージへの行動指針

長 期 戦 略

◼︎ 支援を受ける側に立った想像力の発揮
◼︎ 事業間・施設間の連携による相乗効果の発揮
◼︎ 先進技術を生かした事業展開
◼︎ 「選択と集中」の徹底

「長期ビジョン」の概要版はこちら▶︎

長期ビジョンを道標として、「人間のいのちと健康、尊厳が守られる」世界へ。

－事業戦略－ －運動基盤強化戦略－

災害や紛争時における
支援の充実とレジリエンスの強化

超少子高齢社会における
地域の健康・安全な生活の追求

多様化が進む社会における
人道の輪の拡大

会員の赤十字運動への参画促進

奉仕団等ボランティア主体の活動の拡充

国際赤十字との更なる協働

日本赤十字社長期ビジョン 目指す姿と長期戦略
～創立150年に向けて～

日本赤十字社は、1877年の博愛社創設時より、国内外での戦時救護、災害救護活動をはじめ、医療事業や血液事業、
社会福祉事業など、時代のニーズに応え様々な活動を展開してきました。創立から140年が経過し、人口構造の変化・
グローバル化・ICT化・気候変動等が進む中で、多様で新しい人道問題も次々に生まれてきています。
こうした急速に変化する社会において、より柔軟かつ的確に人道ニーズに対応できる赤十字への変革が求められ、

これまでの常識や経験、考え方にとらわれずに、新たな課題に果敢にチャレンジしていく必要があります。
この長期ビジョンを道標として、私たち一人ひとりが自らの発想と意志を持って活動に取り組み、どのような状況に

あっても「人間のいのちと健康、尊厳が守られる」世界を目指していきたい。変わりゆく未来へ、赤十字の挑戦です。
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◼︎ 赤十字ネットワークを活用した事業推進
◼︎ 行政や関係団体、企業、大学等との連携強化
◼︎ ビッグデータ等を活用した事業推進


